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九重火山1995年10月の噴火とその堆積物

量住英夫1)り11辺禎久2)㊥鎌田浩毅3)画斎藤英二4)

1.はじめに

くじゅう

九重火山は1995年10月11目の夕方から噴火活動を

ほっし上うさん

開始した.噴火位置は,星土山(標高1,762m)の

東斜面の中腹の通称硫黄山であり,ぽぽ東西に配列

した長さ約400mの火口群からなる新火口が移成

された.噴煙は高度約1,000mに達し,これに伴

くじ串うここのえ

う降灰は火山体周辺の大分県久住可及び九重町や熊

おく･に

本県南小国町のほか,一部は南西に70km離れた

熊本市に達した.

大分県南西部の熊本県境近くに位置する九重連山

は｢九州の尾根｣ともいわれ,九州本土最高峰の丸

くじゅうさんたい苦ん

重中岳(1,791m)をはじめ久住山(1,786.8m)や大船

ざん

山(1786.2m)など1,700mを越す山吹がひしめき

合う.山裾は九重火山起源の火砕流堆積物だとが広

がって,広大な草原となっている.九重火山は同一蘇

くじゅう国立公園に指定され,多数の観光客や登山

客が訪れている.また周辺地域は有数の地熱地帯

はっち』=うぱる

で,数多くの温泉が湧出するほか八丁原･大岳な

どの地熱発電所もある.噴火に際して,地元の久住

町や九重町では火口周辺への登山を禁止し警戒にあ

たっている.

星土山の北東部から三俣山へと延びる尾根のあた

りは硫黄山と呼ほれ(国土地理院発行の地形図には

のっていたい),活発な噴気地帯を形成している.

噴気活動は少なくとも1927年以来現在まで続いて

いる(福岡管区気象台,1990).噴気温度は,ユ960

年頃(最高508℃)以降次第に低下し,1980年代中頃

までは最高350℃程度で,その後上昇に転じ1992年

末には400℃を越える状態であった(江原,1993).

噴気帯では,古くから硫黄が採掘されていたが,

1983年以降休止中である.1995年10月の噴火はこ

の硫黄山の噴気帯の南方およそ500㎜で始まった.

噴火活動開始後も硫黄山の噴気活動は続いている.

婁｡噴火の記録写真と噴火口の記載

1995年10月の噴火に関して,千葉(1995),録日ヨ

･千葉(1995),鎌田(1996),鎌田ほか(1996)が斜

め写真や垂直写真を掲載し,火口列の記載たどを行

った.また,本誌の口絵にも火口や堆積物の写真を

掲載した.割れ目火口列は全体としておよそ

N80W方向の長さ約400mの線上に並ぶが,詳し

く見るとE-W方向の雁行するミ型の割れ目が発達

している.また,割れ目上には多数の小火口が形成

されている(第1図,口絵1).最大の火口は,a2

火口で直径およそ30mのすり鉢状となっている

(口絵3).a1火口とa2火口のすぐ北側に暗灰色の

泥流が長さ約200mにわたって流下していた(第1

図).堆積物は灰白色の礫の混じった粗粒火山灰で

あった.

3.エ⑬95年10月の堆積物の記載

10月23目の午後4時頃,やまなみハイウエイの

長者原の北約600m地点から噴火口を遠望した.

このときは晴天であったが火口の上空には雲がたち

こめており,白色の噴煙は雲の中へと昇っていき,

そこから灰色がかったうすい煙が北へたたびいてい

た.噴煙の量は,後日の噴煙の様子と比べても特に

活発というわけではたかった.この時,観察地点に

てごくわずかだが降灰が認められた.観測地点は噴

煙のたたびく方向からやや西にずれた風下側であっ

た.野外に立っていても,肉眼では灰が降っている
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第1図1995年10月に噴火した火口列の位置.空中写真

の解読により作成した.火口名は中田･渡辺

(1995)の命名のうち,c火口列を西から｡1,c2,

c3,c4の火口列に細分した.fは地面から湯気が

上がっている部分.硫黄山の網は噴気地帯の広

がりの概略を示す.

様には感じられたいが,車のフロントガラスに時々

長さ数mm程度の灰の飛跡が付着するのが認めら

れた｡すなわち,灰はごく細粒な火山灰がくっつき

合って団塊として降下し,着地の時に砕けたのであ

る.このような,細粒な火山灰が引っつきあって降

下する様子は,雲仙普賢岳の1990年11月や1991年

2月の噴火の時にも観察された(渡辺はか,1992).

また,その地点で約20分程度観察している間に,

車のボンネットの上に大きさO.2mm程度の火山灰

粒子(岩石片や結晶片)が1cm2あたり5-10個程度

降下した.この火山灰の降下量はごく徴量であり,

厚さに換算すると1日あたりO.01mm程度である.

10月24目は,ほぼ1日雨であり雲に覆われて火

口や噴煙を観察することはできなかった.

10月25目は快晴で噴火の状況をよく観察するこ

とができた.この日の調査は,硫黄山の噴気ガスを

すがもりごえ

避けるため,硫黄山の鉱山跡から諏蛾守越を越えて

北千里ヶ浜に入り,a3火口のある沢を東から登り

火口付近を調査した.その後火口列の南側に回り,

星空崎から久住分れ,北千里ヶ浜を経由して,諏蛾

守越を越えて長者原に戻った.なお,安全のため,

阿蘇の京都大学理学部火山研究施設と連絡をとり,

地震活動がほとんど起こっていないことを確認のう

え入山した･この日の噴煙と火口の状況は以下の通

りである.a1火口からは少量,a3火口からは勢い

よく噴煙をあげていたが,最大火口のa2火口はほ

とんど活動を停止していた.a3火口のある沢から

北千里ヶ浜へは灰色に濁った温水が流下していた.

温水の出口は直接は確認できなかったが,a3火口

より上流側には流れはないので,出口はa3火口あ

るいはその周辺とみられる.b火口列からも勢い良

く噴煙をあげていたが,b火口列の西端部は活動を

停止していた.b火口列で噴気の温度を測定したと

ころ131℃であった.b火口列を構成する火口は小

さなものは30cmぐらいから大きなものは幅1m

長さ数m程度であり,それらが点六とあるいは数

珠つなぎになっていた.活動を停止した火口の底に

は星土山を構成する安山岩があって火口列の伸張方

向と同じ向きの幅30cm程度の板状の隙間が観察

できた･c火口列とd火口及びe火口は活動的で勢

い良く噴煙をあげていた.どの火口とも噴煙はシュ

ウシュウあるいはゴｰと音を立てており,その強さ

は時間的に一定で変化したい.また噴煙は無色一白

色で,火山灰を像とんと含んでいないか,含んでい

るとしても少量であろう.このほかに,a2とa3を

結ぶ線上の硫黄山からの尾根に当たる地点で地面全

体から湯気が立ち昇っていた.地面を20cmほど

掘って手を入れると暖かい.

噴火堆積物は砂一粘土サイズの火山灰からなり,

火口近傍ではより大きな岩塊が混入する.岩塊はほ

とんどが白色から茶色がかった灰色の変質した安山

岩片であり,本質物と見られるようなガラス質の岩

片や軽石･スコリアなどは認められない.堆積物の

厚さはb火口列一帯で30-50cm程度,c火口列の

西端付近で20-30cm程度,火口列から離れるにつ

れて急激に薄ぐたり北千里ヶ浜一帯から久住分れ一

面千里ヶ浜にかけては1cm以下であった.b火口

列のすぐ北側の断面では,基底部5cmに細粒な黒

色火山灰がありその上に厚さ30cmの礫混じりの

暗灰色火山灰が覆っているのが観察された.礫混じ

りの層は,最大粒度の差による成層構造があったが

(口絵5),ところによっては無構造であった.礫の
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大きさは約2cmから大きなものは30cmに達し

た.

前日の雨のためか堆積物は湿っており,ぬるぬる

として滑りやすく,厚い場所では体重で足がどんど

んめり込んでしまう.また,斜面では堆積物表面に

変質岩の岩片に富む薄い泥流推積物が覆っている様

が何カ所か見られた.この泥流はa1火口やa2火

口の北側の泥流と異なり全体に茶色っぽく変質岩を

多量に含んでいた.泥流は噴火堆積物ののった斜面

の途中から始まっており,前日の雨による堆積物の

二次移動によるものらしい.

噴火堆積物中の火山灰は大部分が変質岩の破片で

ある.10月12目に採取された火山灰についてXRD

で分析したところ,熱水変質鉱物の硬石膏,クリス

トバライト,セリサイト,カオリンが検出された.

このことは噴出物が,熱水変質をうけた岩石の破片

を大量に含むことを示している(川辺,1995).実

体顕微鏡で観察すると,白色の変質岩のかけらが大

半を占め,そのほかに灰色一黒色の岩片や結晶片を

含んでいる.また火口周辺で採取された火山灰に

は,ごくわずかに変質していない斜長石,角閃石,

黒雲母破片や清澄なガラスを含む.また,10月12

目と25日の両方の火山灰中に.ごく少量の(<1%)

清澄なガラス火山灰が確認できた(口絵6).ガラス

火山灰はブロック状で発泡しておらず無色透明であ

る.微少なクリスタライトを含む場合や,小さな気

泡を含む場合もまれにある.このガラス火山灰カミ,

今回の噴火を引き起こしたマグマと関連するものか

どうかは,現在のところ不明である.しかし,ごく

少量しか含まれていたいとはいえ,全くガラス質の

火山灰が火道で既存の岩石を粉砕してできるとは考

えがたい.ガラス火山灰の組成などについては,現

在準備中である.

雲仙火山の1990-95年噴火の場合,新鮮たガラス

火山灰は当初確認されなかったものの,再噴火の噴

出物で確認され(渡辺ほか,1992;中田,1993),

その後溶岩を噴出するに至った.両者を比較した場

合,徴量のガラス火山灰を含む点は共通するもの

の,雲仙のガラス火山灰が発泡していたのに対して

九重のガラス火山灰はほとんど発泡していない点

と,九重火山の方が雲仙火山よりも地震活動が低調

である点が異なっている.

4.おわりに

九重火山の噴火活動はその後,小康状態が続き噴

気は上げるものの火山灰はほとんど放出されていな

かった.しかし,本稿執筆中の12月18目と22目に

は黒色の噴煙を一時2,000mにまで上げて再び火

山灰を放出した.火山灰の一都は火口から東に14

km離れた直入町役場に達した.このように,火山

活動の状況は依然活発で,予断を許さない状況にあ

る.
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